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阪
神
大
震
災
　�

　
　
　
魚
崎
地
区
追
悼
慰
霊
祭�

「
阪
神
大
震
災
一
．
一
七
の�

　
つ
ど
い
」
に
江
府
町
の
雪
を�

笠
良
原
で
の
雪
の
積
み
込
み�

魚
崎
地
区
追
悼
慰
霊
祭
・
一
．
一
七
の
つ
ど
い
に
江
府
町
の
雪
を�

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
十
五
年�

一
月
十
六
日
（
土
曜
日
）�

　
笠
良
原
に
あ
る
ブ

ナ
の
森
工
場
で
四
ト

ン
ト
ラ
ッ
ク
に
雪
を

積
み
込
み
、
神
戸
に

向
か
い
ま
し
た
。�

午
前
九
時�

一
月
十
七
日
（
日
曜
日
）�

　
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
十
五
年
、
鳥
取

県
西
部
地
震
か
ら
約
十
年
の
月
日
が
経
過

し
、
当
時
の
こ
と
が
風
化
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
「
天
災
は
、
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て

く
る
。
」
と
言
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
防
災

へ
の
意
識
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。�

　
雪
地
蔵
の
竹
灯
篭
に
火
が
灯
さ
れ
ま
し

た
。�

午
前
五
時
四
十
六
分�

雪
地
蔵
の
作
製�

午
後
四
時�

　
「
一
．
一
七
の
つ
ど
い
」
で
は
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
毎
回
竹
灯
籠
を
な
ら
べ
て
文
字
を

描
い
て
い
ま
す
。
ま
ず
雪
地
蔵
の
作
製
前

に
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
力
し
て
竹
灯

籠
の
準
備
を
行
い
ま
し
た
。�

　
地
元
神
港
学
園
の
野
球
部
部
員
の
皆
さ

ん
を
中
心
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
雪
地

蔵
を
作
製
し
ま
す
。�

　
雪
地
蔵
は
、
大
き
な
ポ
リ
バ
ケ
ツ
に
雪

を
詰
め
て
胴
体
を
つ
く
り
、
頭
部
は
、
バ

ケ
ツ
で
型
を
作
り
ま
し
た
。�

　
竹
灯
篭
が
置
い
て
あ
る
東
遊
園
地
に
十

五
体
の
雪
地
蔵
が
完
成
し
ま
し
た
。�

　
四
〜
五
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
雪

地
蔵
を
作
製
し
て
い
き
ま
し
た
。
細
や
か

な
と
こ
ろ
は
、
ス
プ
ー
ン
を
使
っ
て
仕
上

げ
て
い
き
ま
し
た
。�

　
雪
は
、
約
七
時
間
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

運
搬
し
た
雪
は
融
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。�

　
今
年
で
阪
神
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
て

か
ら
十
五
年
が
た
ち
ま
し
た
。
当
時
発
生

し
た
地
震
規
模
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

七
・
三
で
、
死
者
六
，
四
三
四
名
、
行
方

不
明
者
三
名
、
負
傷
者
四
三
，
七
九
二
名

と
悲
惨
な
状
況
で
し
た
。
一
方
で
、
地
震

発
生
時
間
が
、
早
朝
の
五
時
四
十
六
分
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
比
較
的
小
さ
な
被
害

で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
今
で
は
、
十
五
年
前
に
大
地
震
が
、
こ

の
ま
ち
で
発
生
し
、
多
数
の
死
者
、
負
傷

者
を
出
し
た
な
ど
と
は
わ
か
ら
な
い
状
態

ま
で
復
興
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
震
災
を
受

け
た
方
が
、
当
時
の
状
況
を
「
あ
の
時
は
、

電
気
、
水
道
、
ガ
ス
が
止
ま
り
、
飲
み
水

が
な
く
て
困
っ
て
い
た
。
支
援
物
資
で
支

給
さ
れ
た
一
本
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
み
ん

な
で
分
け
合
っ
て
回
し
飲
み
を
し
た
も
の

だ
っ
た
。
あ
の
時
の
こ
と
を
今
は
、
忘
れ

か
け
て
い
る
。
あ
の
時
に
受
け
た
支
援
物

資
は
、
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
」
と
言

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。�

　
本
町
で
も
平
成
十
二
年
十
月
六
日
に
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
三
、
震
度
六
弱
の
鳥

取
県
西
部
地
震
に
襲
わ
れ
、
家
屋
等
の
損

壊
が
あ
っ
た
も
の
の
、
人
命
に
か
か
わ
る

被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。�

���

　
本
町
は
、
特
に
戦
中
の
疎
開
が
縁
で
神

戸
市
東
灘
区
の
魚
崎
町
協
議
会
と
姉
妹
盟

約
を
結
び
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
同

地
区
で
も
、
震
災
の
と
き
に
二
百
六
名
の

尊
い
命
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
地
震
発
生
後
、
本
町
で
は
、
救
援
体
制

を
確
立
。
地
震
の
た
め
、
い
た
る
と
こ
ろ

で
寸
断
さ
れ
た
道
路
を
ぬ
っ
て
支
援
物
資

を
魚
崎
町
ま
で
届
け
ま
し
た
。
ま
た
、
鳥

取
県
西
部
地
震
の
と
き
に
は
魚
崎
町
協
議

会
か
ら
本
町
へ
慰
問
に
来
ら
れ
た
経
過
が

あ
り
ま
す
。�

　
一
月
十
七
日
、
魚
崎
地
区
で
は
、
追
悼

慰
霊
祭
が
行
わ
れ
、
町
長
が
出
席
。�

　
魚
崎
地
区
の
慰
霊
碑
を
前
に
、
本
町
か

ら
亡
く
な
ら
れ
た
方
へ
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
し
た
。�

���

　
当
時
の
神
戸
の
復
興
に
は
、
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
て
お
り
、
こ
の
震

災
か
ら
生
ま
れ
た
「
き
ず
な
・
支
え
合
う

心
」
を
次
世
代
に
語
り
継
ぐ
た
め
、
ま
た

教
訓
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
も
発
生
後

の
平
成
十
年
か
ら
毎
年
、
市
と
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
連
携
に
よ
り
実
行
委
員
会
が

結
成
さ
れ
、
「
阪
神
淡
路
大
震
災
一
．
一

七
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
今
年
は
、
地
震
発
生
か
ら
十
五
年
が
た

ち
、
節
目
の
年
で
す
。�

　
「
阪
神
淡
路
大
震
災
一
．
一
七
の
つ
ど

い
」
実
行
委
員
会
で
は
、節
目
の
年
、「
五

年
前
ま
で
行
っ
て
い
た
雪
地
蔵
を
復
活
さ

せ
た
い
が
、
ど
こ
に
で
も
お
願
い
で
き
る

も
の
で
も
な
い
。
神
戸
市
と
ゆ
か
り
の
あ

る
町
、
雪
の
あ
る
町
で
ど
こ
か
お
願
い
す

る
と
こ
ろ
は
な
い
か
探
し
て
い
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
の
中
か
ら
魚
崎
町
協
議
会
と

交
流
し
て
い
る
江
府
町
に
お
願
い
し
て
み

て
は
？
」
と
い
う
こ
と
か
ら
本
町
に
「
ぜ

ひ
奥
大
山
の
雪
で
神
戸
に
雪
地
蔵
を
作
成

し
た
い
。
作
成
し
て
も
ら
え
な
い
か
」
と

依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
町
と
し
て
、
魚
崎
町
と
交
流
を
続
け
て

い
る
こ
と
か
ら
、「
阪
神
大
震
災
一
．一
七

の
つ
ど
い
」
の
開
催
趣
旨
に
賛
同
し
、
雪

地
蔵
作
製
を
行
い
ま
し
た
。�

午
後
二
時�

中
国
道
を
経
由
し
て�

神
戸
市
東
遊
園
地
に
到
着�

東
遊
園
地
で
の
竹
灯
篭
の
設
置�

午
後
三
時
三
十
分�
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江
府
町
の
地
上
デ
ジ
タ
ル�

　
テ
レ
ビ
放
送
の
エ
リ
ア
が
、
広
が
り
ま
す
！�

町
内
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放�

送
は
い
つ
ご
ろ
、
開
始
に�

な
る
の
で
し
ょ
う
か
？�

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
波
を�

見
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ�

い
の
で
し
ょ
う
か
？�

地上デジタル放送を見るには！�

テレビ共聴を�
ご利用の方�

今使っているアナログテレ�
ビにチューナーを買い足す�

デジタル放送対応の�
チューナーを購入�

デジタル放送対応のチュー�
ナー内蔵録画機器を購入�

デジタルテレビに�
買い替える�

テレビ共聴組合�
等にご相談くだ�
さい。�

UHFのアンテナ� VHFのアンテナ�

調整や交換が必�
要な場合があり�
ます。�

地デジ対応UHF�
アンテナ工事が�
必要です。�

電器店等にアンテナ�
の確認や設置工事を�
依頼してください。�

または�

5

　
最
近
、
よ
く
テ
レ
ビ
や
新
聞

な
ど
で
「
地
デ
ジ
化
」
と
い
う

広
告
を
よ
く
見
か
け
た
り
、
聞

い
た
り
し
ま
す
。�

　
今
の
テ
レ
ビ
の
電
波
を
デ
ジ

タ
ル
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
約

三
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
も
の
電
波

が
節
約
で
き
、
そ
の
節
約
し
た

電
波
は
、
交
通
事
故
の
防
止
や

緊
急
災
害
時
の
通
信
な
ど
、
安

全
で
よ
り
快
適
な
く
ら
し
の
た

め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。�

　
全
国
的
に
は
、
二
〇
一
一

年
（
平
成
二
十
三
年
）
七
月
に

は
、
い
ま
ま
で
使
用
し
て
い
た

地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
波
は
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
波
に
切
り
替

わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。�

���

　
現
在
は
、
町
内
で
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
は
、
江
尾
地
区
、
下

蚊
屋
地
区
の
テ
レ
ビ
共
聴
施
設

や
一
部
地
域
を
除
い
て
受
信
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。�

　
こ
の
た
め
、
江
府
町
は
、
同

じ
く
テ
レ
ビ
難
視
聴
地
域
を
抱

え
る
日
野
町
と
協
力
し
て
Ｎ
Ｈ

Ｋ
と
民
放
三
社
に
働
き
か
け
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
両

町
が
財
政
支
援
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
下
安
井
の
古
峠
山
に
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
テ
レ
ビ
電

波
塔（
日
野
局
）が
建
設
さ
れ
る

が
決
定
さ
れ
、
今
年
の
九
月
に

は
開
局
す
る
見
込
み
で
す
。�

　
こ
の
電
波
塔
が
完
成
す
れ
ば
、�

町
内
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
地

上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
受
信
視

聴
可
能
と
な
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
こ
の
電
波
塔
が
完
成

し
て
も
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

が
受
信
で
き
な
い
難
視
聴
地
域

に
は
、
町
か
ら
支
援
を
検
討
し

て
い
ま
す
。�

　
受
信
し
て
見
る
に
は
、
大
き

な
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
あ
り
ま
す
。�

①
ア
ン
テ
ナ�

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
波
は
、

Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
で
受
信
し
ま

す
。
Ｖ
Ｈ
Ｆ
の
ア
ン
テ
ナ
で
は
、

受
信
し
ま
せ
ん
。
以
前
か
ら
使

用
し
て
い
る
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ

で
も
可
能
な
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
受
信
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。�

※
共
聴
施
設
で
ご
覧
の
方
に
つ

い
て
は
、
施
設
の
改
修
に
よ
り

視
聴
可
能
と
な
り
ま
す
。
技
術

支
援
や
助
成
制
度
も
あ
り
ま
す
。�

�

②
受
信
機�

　
受
信
機
は
、
今
も
っ
て
い
る

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
に
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
用
の
チ
ュ
ー
ナ
ー
を

買
っ
て
取
り
付
け
る
か
、
ま
た

は
、
新
た
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
対
応
の
テ
レ
ビ
を
購
入
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。�

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
地
上
デ

ジ
タ
ル
波
を
視
聴
す
る
場
合
は
、

よ
く
電
器
店
等
の
方
と
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。�

��

お
問
い
合
わ
せ
先�

◯
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー(

総
務
省)�

電
話
番
号�

　
〇
五
七
〇
―
〇
七
―
〇
一
〇
一�

　
〇
三
―
四
三
三
四
―
一
一
一
一�

（
平
日
九
時
〜
二
十
一
時�

　
土
・
日
・
祝
日
九
時
〜
十
八
時
）�

�

◯
総
務
省
　
鳥
取
県
テ
レ
ビ
受

　
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
（
デ
ジ
サ
ポ
鳥
取
）�

電
話
番
号�

　
〇
八
五
七
―
三
六
―
九
一
九
〇�

（
平
日
十
時
〜
十
八
時
）�

�

◯
役
場
企
画
政
策
課�

電
話
番
号
　
七
五
―
三
三
〇
五�

ア
ン
テ
ナ
の
確
認�

受信機（テレビまたはチューナー）�

一戸建て住宅で自分の家の�
アンテナに接続している方�

地上デジタル放送を受信�

〜
古
峠
山
（
下
安
井
）
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
民
放
３
社
の�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
レ
ビ
電
波
塔
を
建
設
〜�
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題�話�の�町� 題�話�の�町�

ま
ち
づ
く
り
町
民
会
議�

　
　
　
　
　
　
委
員
会
を
開
催�

平
成
二
十
二
年
消
防
出
初
式�

　
一
月
六
日
、
江
府
町
山
村
開
発

セ
ン
タ
ー
で
は
、
本
町
の
消
防
団
、

西
部
広
域
消
防
江
府
消
防
署
等
、

総
勢
約
六
十
名
が
列
席
し
、
消
防

出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
式
で
は
竹
内
町
長
か
ら
「
内

外
の
情
勢
不
安
と
と
も
に
人
命
を

伴
う
、
自
然
災
害
、
人
的
災
害
が

発
生
し
、
尊
い
人
命
、
財
産
が
一

瞬
に
し
て
奪
わ
れ
る
事
態
に
寸
時

の
油
断
も
で
き
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
な
か

で
消
防
に
対
す
る
町
民
の
信
頼
、
期
待
、
重
要
性
は

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
教
養
、
訓
練
を
積
ま
れ
、
町
民

の
期
待
に
応
え
る
よ
う
切
望
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。�

　
出
初
式
終
了
後
は
、
江
尾
地
内
を
分
列
行
進
し
ま

し
た
。
ま
た
、
久
連
地
内
日
野
川
左
岸
で
は
、
祈
念

放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

消
防
表
彰
者
（
敬
称
略
）�

○
江
府
町
長
表
彰�

　
勤
続
章
　
第
一
分
団
　
白
石
　
耕
路
（
班
長
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
岩
　
一
彦
（
班
長
）�

○
西
部
消
防
協
会
長
表
彰�

　
功
績
賞
　
第
一
分
団
　
白
石
　
耕
路
（
班
長
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
岩
　
一
彦
（
班
長
）�

　
勤
続
章
　
第
二
分
団
　
西
岡
　
浩
治
（
団
員
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
　
英
俊
（
団
員
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
末
次
　
義
晃
（
団
員
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
田
川
　
晃
（
団
員
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
口
　
博
志
（
団
員
）�

○
鳥
取
県
消
防
協
会
長
表
彰�

　
功
績
賞
　
第
一
分
団
　
久
代
　
領
樹
（
団
員
）�

　
勤
続
章
　
第
一
分
団
　
中
野
　
　
寛
（
班
長
）�

　
　
　
　
　
第
二
分
団
　
川
上
　
良
文
（
副
分
団
長
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
健
治
（
班
長
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
原
　
俊
二
（
班
長
）�

○
鳥
取
県
知
事
表
彰�

　
功
績
賞
　
　
　
　
　
　
関
内
　
隆
文
（
分
団
長
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
谷
幸
之
介
（
班
長
）�

○
財
団
法
人
日
本
本
消
防
協
会
長
表
彰�

　
功
績
賞
　
　
　
　
　
　
大
岩
　
泰
彦
（
団
長
）�

　
一
月
二
十
八
日
、
防
災
・
情

報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ま
ち
づ
く

り
町
民
会
議
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
委
員
の
方
々
に
説
明

さ
れ
た
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。�

①
財
政
見
通
し
に
つ
い
て�

②
環
境
美
化
集
落
支
援
事
業�

　(

案)

に
つ
い
て�

③
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
・

　
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
に

　
つ
い
て�

　
委
員
さ
ん
か
ら
は
、
身
近
な
問
題
で
も
あ
る
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
に
つ
い
て
の
質
問
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。�

江
府
町
議
会
企
業
誘
致�

　
　
　
　
　
特
別
委
員
会
開
催�

「
サ
ン
ト
リ
ー
工
場
増
設
の
可
能
性�

　
　
　
調
査
」
の
連
続
揚
水
試
験
実
施
中�

　
一
月
二
十
七
日
、
江
府
町
議
会

企
業
誘
致
特
別
委
員
会
（
委
員
長

森
田
智
議
員
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
サ
ン
ト
リ
ー
天
然
水
株
式
会
社

奥
大
山
ブ
ナ
の
森
工
場
社
長
徳
田

昌
嗣
氏
か
ら
昨
年
の
第
一
回
「
水

工
場
増
設
に
か
か
る
笠
良
原
水
環

境
影
響
評
価
委
員
会
」
で
決
定
さ

れ
た
増
設
時
の
計
画
揚
水
量
（
八

十
万
ト
ン
／
年
）
で
行
う
連
続
揚

水
試
験
を
工
場
近
隣
に
井
戸
二
本
を
掘
削
し
、
平
成

二
十
一
年
十
二
月
十
七
日
よ
り
実
施
中
で
あ
り
、
全

体
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
現
在
は
、
予
定
ど
お
り

の
調
査
検
討
段
階
で
あ
る
と
状
況
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
後
に
つ
い
て
は
、�

　
①
水
環
境
影
響
評
価
委
員
会
で
の
承
認
。�

　
②
増
設
用
井
戸
用
地
の
確
保
。�

　
③
景
気
回
復
に
伴
う
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
市
場

　
　
の
拡
大
に
よ
り
、
天
然
水
「
奥
大
山
」
の
販
売

　
　
数
量
見
込
み
が
増
大
と
な
る
か
。�

　
以
上
の
三
つ
の
条
件
が
解
決
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

増
設
の
意
思
決
定
に
進
む
旨
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。�

　
意
思
決
定
か
ら
概
ね
二
年
後
が
操
業
開
始
と
な
る

見
込
み
で
す
。
工
場
が
増
設
さ
れ
る
場
合
は
、
年
間

八
十
万
ト
ン
（
日
平
均
二
千
二
百
ｔ
）
の
揚
水
、
製

造
三
，
〇
〇
〇
万
ケ
ー
ス
、
投
資
額
約
六
十
億
円
、

雇
用
二
十
名
程
度
、
ま
た
そ
れ
に
伴
う
倉
庫
棟
な
ど

の
増
設
も
見
込
ま
れ
ま
す
。�
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題�話�の�町� 題�話�の�町�

ぺ
っ
た
ん
こ
、
ぺ
っ
た
ん
こ
！�

　
　
〜
子
供
の
国
保
育
園
で
も
ち
つ
き
〜�

　
昨
年
八
月
の
社
団
法
人
国
土
緑
化
推
進
機
構
の
理

事
会
及
び
総
会
に
お
い
て
、
第
六
十
四
回
全
国
植
樹

祭
を
鳥
取
県
で
開
催
す
る
こ
と
が
内
定
し
ま
し
た
。

開
催
さ
れ
れ
ば
、
四
十
八
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま

す
。�

　
鳥
取
県
で
の
開
催
候
補
地
は
、｢

と
っ
と
り
花
回
廊｣

（
南
部
町
）、「
と
っ
と
り
出
会
い
の
森
」(

鳥
取
市)

、

本
町
の「
鏡
ヶ
成
」の
三
箇
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
町
で
は
、
全
国
植
樹
祭
を
招

致
し
よ
う
と
一
月
十
二
日
に
町
長
を
委
員
長
と
す
る

全
国
植
樹
祭
招
致
委
員
会
を
設
立
し
ま
し
た
。�

　
本
町
は
、
秀
峰
大
山
の
麓
に
位
置
し
、
森
林
を
中

心
と
し
て
緑
と
自
然
に
恵
ま
れ
た
町
で
す
。
ま
た
、

水
資
源
に
も
恵
ま
れ
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
も
製

造
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
世
界
的
に
は
、
異
常

気
象
に
よ
り
、
恵
ま
れ
た
水
資
源
が
い
つ
ま
で
も
続

く
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
こ
の
水
資
源
は
、
豊
か
な
森

林
に
よ
り
保
水
さ
れ
、
私
た
ち
に
潤
い
を
与
え
て
く

れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
恩
恵
を
受
け
て
い
く
に

は
、
よ
り
自
然
環
境
保
護
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
全
国
植
樹
祭
は
、
本
町
の
取
り
組
み

を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
良
い
機
会
で
あ
る
と
と
も

に
、
町
内
外
は
も
と
よ
り
、
特
に
自
然
環
境
、
特
に

森
林
環
境
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、

同
時
に
自
然
環
境
保
護
の
拡
大
に
も
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。�

　
今
後
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
て
招
致
活
動

を
行
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。�

　
招
致
活
動
に
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

��

　
全
国
植
樹
祭
は
、
戦
中
、
戦
後
の
過
度
な
森
林
伐

採
に
よ
り
荒
廃
し
た
国
土
の
緑
化
を
目
指
し
「
荒
れ

た
国
土
に
緑
の
晴
れ
着
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
昭

和
二
十
五
年
に
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
の
も
と

第
一
回
全
国
植
樹
祭
が
山
梨
県
で
行
わ
れ
て
以
来
、

国
土
緑
化
推
進
運
動
の
中
心
的
行
事
と
し
て
毎
年
、

全
国
の
各
都
道
府
県
と
社
団
法
人
国
土
緑
化
推
進
機

構
が
主
催
と
な
っ
て
持
ち
回
り
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
鳥
取
県
で
は
、
昭
和
四
十
年
に
第
十
六
回
全
国
植

樹
祭
を
大
山
町
上
槙
原
で
「
林
種
転
換
に
よ
る
拡
大

造
林
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
昨
年
、
福
井
県
で
は
、
第
六
十
一
回
全
国
植
樹
祭

を
総
参
加
人
数
約
二
万
三
千
人
の
規
模
で
次
の
よ
う

に
行
い
ま
し
た
。�

�
・
プ
レ
イ
ベ
ン
ト�

　
　
プ
レ
植
樹
祭
・
県
内
各
地
で
の
植
樹�

・
前
日�

　
　
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
・
関
連
行
事�

・
式
典
当
日�

　
「
式
典
行
事
」�

　
・
表
彰�

　
・
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
の
お
手
植
え
・
お
手
播
き�

　
「
植
樹
行
事
」�

　
・
植
樹
会
場
等
で
の
参
加
者
記
念
植
樹�

第
六
十
四
回
全
国
植
樹
祭�

（
平
成
二
十
五
年
開
催
）
を�

　
　
　
　
　
奥
大
山
鏡
ヶ
成
で�

ふ
も
と�

全
国
植
樹
祭
と
は�

　
一
月
二
十
九
日
、
子
供
の
国
保
育
園
に
お
い
て
、

恒
例
の
も
ち
つ
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
園
で
は
、
地
産
地
消
、
食
育
推
進
の
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
、
多
く
の
給
食
食
材
を
み
ち
く
さ
推
進

会
議
か
ら
仕
入
れ
て
お
り
、
こ
の
も
ち
つ
き
は
会
員

の
み
な
さ
ん
と
の
交
流
事
業
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

園
児
た
ち
は
、
実
際
に
杵
を
つ
か
っ
て
も
ち
を
つ
い

た
り
、
つ
き
あ
が
っ
た

も
ち
を
丸
め
た
り
と
昔

な
が
ら
の
も
ち
つ
き
を

体
験
し
ま
し
た
。
で
き

あ
が
っ
た
も
ち
は
、
早

速
、
お
雑
煮
と
な
っ
て

給
食
に
登
場
。
み
ん
な

で
お
い
し
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。�
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農業委員会だより農業委員会だより�農業委員会だより農業委員会だより�農業委員会だより�

パ
ソ
コ
ン
農
業
簿
記

パ
ソ
コ
ン
農
業
簿
記�

　
　
　
　
講
習
会
を
開
催

　
　
　
　
講
習
会
を
開
催�

パ
ソ
コ
ン
農
業
簿
記

パ
ソ
コ
ン
農
業
簿
記�

　
　
　
　
講
習
会
を
開
催

　
　
　
　
講
習
会
を
開
催�

パ
ソ
コ
ン
農
業
簿
記�

　
　
　
　
講
習
会
を
開
催�

審議案件�
１）非農地証明願の申請について　　１件�
２）農用地利用集積計画について　　６件�

農地制度が�

　　変わりました！�

農地制度が�

　　変わりました！�

農地制度が�

　　変わりました！�

　改正農地法は昨年末から施行。新しい農地制度は、農

地転用を規制するとともに農地を効率的に利用する耕作

者による地域との調和に配慮した権利取得を促進するこ

とをねらいとされ引き継ぎ掲載します。�

許可不用であった病院、

学校等の公共転用も許可

の対象となります。�

※違反転用等に対する罰

則が強化されます。�

農地転用許可の対象が拡大�

農地相談会のご案内�
　農地の売買、賃借、転用など農地に関して日頃困っ�

ておられる事や疑問に思われている事がありましたら�

お気軽にお越しください。�

◎相談日　２月26日(金)　午後1時30分から�

　　　　　江府町役場�

　健康に生きましょう！�

　歌のすきな人は、長生きできるそうです。

心にゆとりがあったり、うきうきするときは

自然に歌がでて、悲しい時は流し去ってくれ

ます。今年も歌を口ずさみながら農作業に励

みたいものです。�

　身近な情報、意見、ご感想など農業委員会

までよろしくおねがいします。�

あ�と�が�き�

相続によって農地を取得

した人は、農業委員会に

届け出が必要になります。�

※届出しなかったり、虚

偽の届出をした時は10万

円以下の過料に処せられ

ます。�

農地の相続は届け出が必要�

農業委員会総会（１月）�

真剣にパソコンに取り組んで�
いる農家の皆さん�

　
一
月
二
十
八
日
、
江
府
町
防
災
情
報
セ
ン
タ

ー
で
農
業
経
営
改
善
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
パ
ソ
コ
ン
農
業
簿
記
講
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。�

　
こ
の
講
習
会
で
は
、
毎
年
、
県
農
業
会
議
、

日
野
農
業
改
良
普
及
所
の
方
々
か
ら
パ
ソ
コ
ン

の
基
礎
的
知
識
、
貸
借
対
照
表
や
決
算
書
な
ど

財
務
諸
表
ま
で
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
参

加
者
十
七
人
の
皆
さ
ん
は
、
真
剣
に
取
組
ん
で

い
ま
し
た
。�

　
参
加
者
の
方
か
ら
は
「
経
営
分
析
に
よ
り
、

経
営
状
況
を
把
握
し
て
、
経
費
の
削
減
を
図
り

た
い｣｢

経
済
貯
金
か
ら
転
記
す
る
の
が
大
変
で

し
た
が
、
仕
分
帳
だ
け
で
帳
簿
へ
の
転
記
が
で

き
る
し
、
ま
た
入
力
を
し
な
が
ら
誤
り
が
確
認

で
き
、
短
時
間
で
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
て
良

い
」
と
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
参
加
者
の
中
に
は
長
年
の
パ
ソ
コ
ン

簿
記
利
用
者
で
、
参
加
者
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る

場
面
も
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。�

　
講
習
会
を
つ

う
じ
て
、
参
加

者
自
身
の
農
業

経
営
の
実
態
を

学
び
、
今
後
の

経
営
に
役
立
て

て
い
た
だ
け
れ

ば
と
期
待
し
て

お
り
ま
す
。�



　
一
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
、
第
三
十
一
回
江
府
町
・
西
ノ
島
町
交
歓
ス
キ
ー
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
姉
妹
町
交
流
の
一
環
と
し
て
こ
の
教
室
に
参
加
し
た
の
は
、

両
町
の
五
年
生
児
童
五
十
四
名
（
江
府
町
三
十
名
、
西
ノ
島
町
二
十
四
名
）
。
雪
不
足
も
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日
の
鏡
ヶ
成
ス
キ
ー
場
は
、
冬
の
澄
ん
だ
青
空
の
も
と
、

す
ば
ら
し
い
ゲ
レ
ン
デ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。
夏
の
臨
海
学
校
か
ら
交
流
を
深
め
て
き
た
児
童
た
ち
は
、
再
会
を
喜
び
あ
い
な
が
ら
、
元
気
い
っ
ぱ
い
ス
キ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

両
町
児
童
が
と
も
に
過
ご
す
の
は
二
日
間
で
し
た
が
、
ス
キ
ー
の
ほ
か
学
校
紹
介
な
ど
の
交
流
を
通
し
て
友
情
を
確
か
め
合
い
ま
し
た
。�

第3131回　西ノ島交歓スキー教室回　西ノ島交歓スキー教室�第3131回　西ノ島交歓スキー教室回　西ノ島交歓スキー教室�第31回　西ノ島交歓スキー教室�

9

楽しかったね、また会いましょう楽しかったね、また会いましょう!!!!楽しかったね、また会いましょう楽しかったね、また会いましょう!!!!楽しかったね、また会いましょう!!
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一
月
十
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ

ー
を
会
場
に
江
府
町
成
人
式
が
行

わ
れ
、
三
十
七
名
が
出
席
。
新
し

い
人
生
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立

ち
ま
し
た
。�

　
受
付
ロ
ビ
ー
で
は
、
久
し
ぶ
り

に
会
う
懐
か
し
い
顔
に
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
歓
声
が
上
が
り
、
仕
事
や

学
生
生
活
な
ど
の
近
況
や
小
中
学

校
の
こ
ろ
の
思
い
出
話
に
花
が
咲

き
ま
し
た
。�

　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
＊�

　
全
員
で
の
記
念
撮
影
の
後
、
一

人
一
人
名
前
を
紹
介
さ
れ
、
セ
レ

モ
ニ
ー
会
場
へ
入
場
。
家
族
や
来

賓
の
方
々
に
見
守
ら
れ
、
少
し
緊

張
し
な
が
ら
も
ま
っ
す
ぐ
に
前
を

向
き
堂
々
と
歩
い
て
い
く
姿
か
ら

は
、
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
進
む
未
来

へ
向
か
う
決
意
が
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。�

　
式
典
は
厳
粛
な
雰
囲
気
で
進
行
、

成
人
者
を
代
表
し
て
竹
内
町
長
か

ら
森
田
成
美
さ
ん
（
佐
川
）
に
記

念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

最
後
に
、
山
本
昇
平
さ
ん
（
新
町

一
）
が
両
親
や
家
族
、
町
へ
の
謝

辞
を
述
べ
て
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。�

������������

　�

�

　
成
人
者
意
見
発
表
で
は
、
二
人

の
方
が
、
成
人
式
と
い
う
節
目
で

の
今
の
思
い
、
将
来
の
夢
や
希
望

を
発
表
（
別
に
掲
載
）
。
さ
わ
や

か
で
堂
々
と
し
た
姿
は
「
元
気
で

明
る
い
輝
き
の
あ
る
町
づ
く
り
」

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
あ
た
え
て
く
れ

ま
し
た
。�

　
続
い
て
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

の
成
長
を
つ
づ
っ
た
ス
ラ
イ
ド
上

映
、
家
族
か
ら
成
人
者
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
。
出
席
者
に
あ
ら
か
じ
め

寄
せ
ら
れ
た
手
紙
の
う
ち
、
ご
了

承
い
た
だ
い
た
四
人
の
方
の
も
の

を
朗
読
し
ま
し
た
。
真
剣
な
面
持

ち
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聴
く
成
人
者
、

そ
の
後
姿
を
見
つ
め
る
保
護
者
。

何
よ
り
も
大
切
に
育
て
た
宝
物
に

そ
そ
ぐ
あ
た
た
か
い
目
に
は
、
小

さ
く
光
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊�

　
第
二
部
は
、
会
場
を
日
輪
閣
に

移
し
て
の
お
祝
い
パ
ー
テ
ィ
ー
。

ジ
ュ
ー
ス
で
乾
杯
の
後
、
来
賓
の

方
々
や
保
護
者
も
一
緒
に
、
な
ご

や
か
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。�

新
成
人
の
四
人
を
中
心
と
し
た
メ

ン
バ
ー
で
の
バ
ン
ド
演
奏
も
あ
り
、

会
場
は
祝
福
ム
ー
ド
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。�

　
な
お
、
今
年
成
人
さ
れ
た
方
は

次
の
み
な
さ
ん
で
す
（
敬
称
略
）�

　
本
　
一
　
　
森
　
　
　
千
　
咲�

　
　
　
　
　
　
加
　
藤
　
力
　
也�

　
本
　
二
　
　
坂
　
本
　
望
　
美�

　
本
　
三
　
　
門
　
脇
　
伸
　
二�

　
　
　
　
　
　
門
　
脇
　
圭
　
三�

　
　
　
　
　
　
岡
　
本
　
　
　
茜�

　
本
　
四
　
　
江
　
本
　
　
　
慧�

　
新
　
一
　
　
山
　
本
　
昇
　
平�

　
　
　
　
　
　
森
　
田
　
真
　
紀�

　
　
　
　
　
　
岡
　
田
　
晃
　
一�

　
　
　
　
　
　
山
　
本
　
三
　
花�

　
小
江
尾
　
　
篠
　
田
　
亮
　
子�

　
　
　
　
　
　
永
　
井
　
友
　
貴�

　
　
　
　
　
　
清
　
水
　
隆
　
弥�

　
大
　
満
　
　
徳
　
岡
　
友
　
樹�

　
久
　
連
　
　
高
　
野
　
伸
　
也�

　
　
　
　
　
　
下
　
垣
　
賢
太
郎�

　
佐
　
川
　
　
森
　
田
　
成
　
美�

　
柿
　
原
　
　
前
　
田
　
三
　
奈�

　
　
　
　
　
　
奥
　
田
　
竜
　
成�

　
助
　
沢
　
　
加
　
藤
　
美
　
耶�

　
下
蚊
屋
　
　
大
　
森
　
由
　
紀�

　
　
　
　
　
　
梅
　
田
　
卓
　
也�

　
御
　
机
　
　
伊
　
達
　
脩
　
二�

　
　
　
　
　
　
小
　
倉
　
信
　
子�

　
美
　
用
　
　
三
　
代
　
斉
　
幸�

　
貝
　
田
　
　
藤
　
原
　
大
　
樹�

　
　
　
　
　
　
遠
　
藤
　
由
有
子�

　
下
安
井
　
　
宮
　
本
　
佑
　
介�

　
洲
河
崎
　
　
浦
　
部
　
拓
　
人�

　
荒
　
田
　
　
小
　
瀧
　
裕
　
美�

　
　
　
　
　
　
永
　
井
　
勇
　
気�

　
半
の
上
　
　
橋
　
谷
　
　
　
遼�

　
新
　
道
　
　
梅
　
林
　
耕
　
基�

　
池
の
内
　
　
南
　
波
　
知
　
香�

　
　
　
　
　
　
藤
　
原
　
由
　
範�

　
日
の
詰
　
　
遠
　
藤
　
晃
　
司�

　
　
　
　
　
　
中
　
尾
　
陽
　
平�

　
　
　
　
　
　
磯
　
江
　
　
　
昇�

　
吉
　
原
　
　
遠
　
藤
　
奈
央
美�

　
西
　
成
　
　
妹
　
尾
　
実
帆
野�

　
袋
　
原
　
　
清
　
水
　
理
　
紗�

�

＊
意
見
発
表�

��

　
　
森
　
　
　
千
　
咲
（
本
一
）�

�������

　
私
は
、
中
学
三
年
生
の
時
に

「
人
の
心
の
痛
み
が
わ
か
る
保
健

師
に
な
ろ
う
」
と
決
心
し
、
米
子

東
高
校
、
鳥
取
大
学
へ
絶
対
に
入

学
し
て
や
ろ
う
と
そ
の
時
強
く
思

っ
た
こ
と
を
今
で
も
よ
く
覚
え
て

い
ま
す
。�

　
母
親
の
死
を
迎
え
、
寂
し
さ
の

あ
ま
り
受
験
に
対
し
て
弱
気
に
な

っ
て
い
た
私
に
父
が
掛
け
て
く
れ

た
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

「
お
母
さ
ん
と
約
束
し
た
ん
だ
ろ
。

し
っ
か
り
し
な
さ
い
。
」
と
い
う

言
葉
で
し
た
。
こ
の
言
葉
に
勇
気

づ
け
ら
れ
た
お
か
げ
で
、
今
の
私

が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
父
に

は
感
謝
し
て
い
ま
す
。�

　
現
在
は
、
鳥
取
大
学
医
学
部
の

二
回
生
で
、
附
属
病
院
で
の
実
習

や
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
や
そ
の
治

療
法
な
ど
、
何
冊
も
の
分
厚
い
参

考
書
を
抱
え
な
が
ら
学
校
の
勉
強

を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
大
学
は
、

高
校
の
と
き
に
夢
見
て
い
た
も
の

と
は
全
然
違
い
、
も
ち
ろ
ん
楽
し

い
こ
と
も
い
っ
ぱ
い
で
す
が
忙
し

さ
で
眠
れ
な
い
日
が
続
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
あ
ま
り
の
つ
ら
さ
に

学
校
を
や
め
た
く
な
っ
た
り
、
投

げ
出
し
た
く
な
っ
た
り
す
る
と
、

自
分
が
本
当
に
保
健
師
に
向
い
て

い
る
の
か
わ
か
ら
な
く
な
る
こ
と

も
よ
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
そ
ん

な
時
、
私
を
支
え
て
く
れ
た
の
が

友
達
で
し
た
。
悩
ん
で
い
る
の
は

自
分
だ
け
で
は
な
い
こ
と
を
知
り
、

友
達
と
と
も
に
励
ま
し
あ
い
な
が

ら
こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

大
学
の
良
い
所
は
、
一
生
の
う
ち

で
一
番
、
友
達
と
過
ご
す
時
間
が

多
い
所
だ
と
思
い
ま
す
。
学
習
に

対
す
る
姿
勢
を
刺
激
し
あ
っ
た
り
、

悩
み
を
う
ち
あ
け
あ
っ
て
仲
を
深

め
、
看
護
の
素
晴
ら
し
さ
と
人
間

関
係
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。�

　
そ
し
て
、
私
が
大
学
に
通
う
う

え
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は

「
笑
顔
」
で
す
。
実
習
中
、
辛
い

こ
と
が
あ
っ
て
も
患
者
さ
ん
の
笑

顔
に
励
ま
さ
れ
た
こ
と
が
何
度
も

あ
り
ま
し
た
。
自
分
が
患
者
さ
ん

に
笑
顔
を
与
え
な
く
て
は
い
け
な

い
の
に
、
い
つ
も
患
者
さ
ん
か
ら

元
気
を
貰
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

笑
顔
が
、
私
が
頑
張
る
た
め
の
原

動
力
と
な
る
の
で
す
。
私
は
こ
の

患
者
さ
ん
の
笑
顔
を
守
っ
て
い
け

る
よ
う
な
保
健
師
に
な
り
た
い
で

す
。
い
つ
も
笑
顔
で
、
今
度
は
私

が
患
者
さ
ん
へ
笑
顔
を
与
え
ら
れ

る
よ
う
な
、
そ
し
て
患
者
さ
ん
の

心
に
優
し
く
ふ
れ
る
こ
と
の
で
き

る
保
健
師
を
目
指
し
た
い
で
す
。�

　
今
は
米
子
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、

い
ず
れ
は
家
族
の
も
と
に
戻
り
、

い
つ
の
日
か
こ
の
江
府
町
で
働
け

た
ら
な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
家

族
の
も
と
を
離
れ
て
み
て
初
め
て
、

家
族
の
大
切
さ
に
気
付
く
と
と
も

に
、
自
分
が
家
族
に
対
し
て
し
て

あ
げ
ら
れ
た
こ
と
が
ど
れ
だ
け
少

な
か
っ
た
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま

し
た
。
こ
こ
ま
で
育
て
て
き
て
く

れ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら

は
も
っ
と
家
族
み
ん
な
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。
み
な
さ
ん

も
、
家
族
へ
の
感
謝
を
忘
れ
な
い

で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。�

　
長
く
は
な
り
ま
し
た
が
、
本
日

こ
の
緑
と
人
の
優
し
さ
に
あ
ふ
れ

る
素
晴
ら
し
き
江
府
町
で
成
人
式

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
思

い
ま
す
。
式
典
を
開
い
て
く
だ
さ

っ
た
教
育
委
員
会
の
皆
さ
ま
、
式

典
を
開
く
に
あ
た
り
準
備
し
て
く

だ
さ
っ
た
全
て
の
人
に
お
礼
を
申

し
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

��

　
　
清
　
水
　
理
　
紗
（
袋
原
）�

�������

　
私
に
は
、
今
ま
で
も
、
そ
し
て

成
人
し
た
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
、

大
事
に
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

る
も
の
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
夢
を
持
ち
つ
づ
け
る
こ
と
と
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

す
る
こ
と
で
す
。�

　
私
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
ず
っ
と

持
ち
つ
づ
け
て
い
る
大
き
な
夢
が

あ
り
ま
す
。
今
、
そ
の
夢
を
叶
え

る
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
途
中

で
す
。
初
め
は
反
対
し
て
い
た
お

父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
も
今
は
応
援

し
て
く
れ
て
い
て
、
本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
い
っ
ぱ
い
迷
惑
を

か
け
て
し
ま
う
の
に
応
援
し
て
く

れ
る
両
親
や
友
達
の
た
め
に
も
夢

を
叶
え
た
い
で
す
。�

　
そ
し
て
、
私
が
も
う
ひ
と
つ
大

切
だ
と
思
う
の
が
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
で
す
。
私
が
夢
を
追
え
る

の
は
、
支
え
て
く
れ
る
両
親
や
友

達
が
い
る
か
ら
で
す
。
落
ち
こ
ん

だ
と
き
は
は
げ
ま
し
て
く
れ
て
、

大
丈
夫
だ
っ
て
言
っ
て
く
れ
て
、

背
中
を
押
し
て
く
れ
る
人
達
が
い

る
か
ら
、
私
は
前
に
進
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
私
の
周
り
に
い
る
人

達
に
は
本
当
に
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
私
は
夢
を
追
う

中
で
た
く
さ
ん
の
人
に
出
会
い
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
に
出
会
い

た
く
さ
ん
刺
激
を
う
け
、
自
分
自

身
が
成
長
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
今
ま
で
二
十
年
間
生
き
て
き

た
中
で
出
会
わ
な
け
れ
ば
よ
か
っ

た
人
な
ん
て
一
人
も
い
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
誰
か
一
人
で
も
欠

け
て
い
た
ら
、
今
の
私
は
あ
り
ま

せ
ん
。
お
父
さ
ん
は
昔
か
ら
私
に

「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
は
す
ご

く
大
事
だ
か
ら
大
切
に
し
な
さ
い
。

お
前
が
困
っ
た
時
に
絶
対
誰
か
が

助
け
て
く
れ
る
か
ら
。
」
と
言
っ

て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
昔
は
あ
ま

り
意
味
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
聞
い

て
い
た
け
ど
二
十
歳
に
な
っ
た
今
、

そ
の
言
葉
の
意
味
が
と
て
も
よ
く

わ
か
る
し
、
自
分
自
身
と
て
も
共

感
で
き
ま
す
。
少
し
ク
サ
イ
こ
と

を
言
い
ま
す
が
、
人
と
人
と
の
出

会
い
は
奇
跡
だ
と
思
い
ま
す
。
今

こ
こ
に
い
る
み
ん
な
と
同
じ
学
年

に
な
れ
て
、
一
緒
に
成
人
式
を
む

か
え
ら
れ
た
こ
と
も
奇
跡
だ
と
思

い
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
私
は
こ
れ
か
ら
も
、
人
と
人
と

の
出
会
い
を
大
事
に
し
な
が
ら
、

自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
っ

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
私
の
夢

は
、
叶
う
可
能
性
が
す
ご
く
低
く

て
、
叶
う
か
叶
わ
な
い
か
な
ん
て

わ
か
り
ま
せ
ん
。
が
ん
ば
っ
た
ら

必
ず
叶
う
と
い
う
も
の
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
で
も
、
未
来
は
自
分
で

つ
か
む
も
の
で
す
。
私
が
お
ば
さ

ん
に
な
っ
た
時
に
ぜ
ん
ぜ
ん
夢
が

叶
っ
て
な
か
っ
た
ら
、
笑
っ
て
く

れ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
誰
か
に

笑
わ
れ
て
も
、
私
は
自
分
の
夢
を

誇
り
に
思
い
た
い
で
す
。
二
十
歳

に
な
っ
た
今
、
こ
こ
に
決
意
を
表

明
し
ま
す
。
私
は
、
夢
を
絶
対
か

な
え
ま
す
。�

※
い
た
だ
い
た
原
稿
を
原
文
の
ま

ま
掲
載
し
ま
し
た
。�

「
二
十
歳
の
決
意
」�

！成人�祝�
未来に向かって�
42人、大人の第一歩�
未来に向かって�
42人、大人の第一歩�
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一
月
二
十
三
日
、
第
三
十
五
回

奥
大
山
ス
キ
ー
大
会
が
、
奥
大
山

ス
キ
ー
場
に
お
い
て
行
わ
れ
、
ア

ル
ペ
ン
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
三
競
技
に
八
十

九
名
が
出
場
し
ま
し
た
。�

　�

����������

　
選
手
た
ち
は
、
時
折
吹
き
つ
け

る
冷
た
い
風
に
も
負
け
ず
、
元
気

い
っ
ぱ
い
力
と
技
を
競
い
合
い
ま

し
た
。�

　
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

　
（
小
中
学
生
は
六
位
ま
で
、
一

般
は
三
位
ま
で
表
彰
。
所
属
は
町

内
分
の
み
掲
載
）�

●
大
回
転�

　
小
学
女
子
低
学
年〔
出
場
三
名
〕�

　
①
　
小
谷
　
未
空�

　
②
　
後
　
　
妃
奈�

　
③
　
吉
村
　
知
華�

�

　
小
学
男
子
低
学
年〔
出
場
五
名
〕�

　
①
　
内
田
　
青
空�

　
②
　
柳
生
　
考
勇�

　
③
　
長
尾
　
駿
弥�

　
④
　
矢
野
　
　
志�

　
⑤
　
矢
野
　
匠
真�

�

　
小
学
女
子
高
学
年〔
出
場
四
名
〕�

　
①
　
高
木
　
愛
華
（
江
府
小
）�

　
②
　
小
谷
　
香
夏�

　
③
　
西
村
　
香
歩�

　
④
　
白
石
　
菜
々
（
江
府
小
）�

�

　
小
学
男
子
高
学
年�

　
①
　
長
尾
　
海
斗�

　
②
　
藤
原
　
有
恭
（
江
府
小
）�

　
③
　
寺
本
　
　�

　
④
　
種
　
　
弘
樹�

　
⑤
　
森
川
太
久
哉
（
江
府
小
）�

　
⑥
　
末
次
　
大
輔
（
江
府
小
）�

　
中
学
女
子�

　
①
　
吉
儀
　
美
波�

　
②
　
下
垣
　
奈
穂
（
江
府
中
）�

　
③
　
末
次
　
佳
奈
（
江
府
中
）�

　
④
　
伊
達
　
悠
菜
（
江
府
中
）�

　
⑤
　
石
原
　
佑
奈�

　
⑥
　
寺
本
　
　
優�

�

　
中
学
男
子�

　
①
　
大
澤
　
聖
一
（
江
府
中
）�

　
②
　
坂
本
　
翔
夢�

　
③
　
小
谷
　
凌
希�

　
④
　
北
村
　
拓
登
（
江
府
中
）�

　
⑤
　
長
尾
　
優
太�

　
⑥
　
種
　
　
和
樹�

�

　
一
般
女
子〔
出
場
二
名
〕�

　
①
　
藤
原
　
美
緒
（
日
野
高
）�

　
②
　
下
垣
　
祐
委�

　
　
　
　
　
　
　
（
米
子
高
専
）�

�

　
一
般
男
子�

　
①
　
高
津
　
亮
二�

　
　
　
　
　
　
（
奥
大
山
Ｓ
Ｃ
）�

　
②
　
川
上
　
拓
磨�

　
　
　
　
　
　
（
奥
大
山
Ｓ
Ｃ
）�

　
③
　
宇
津
宮
昂
平�

�

●
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド�

　
男
　
　
子〔
出
場
二
名
〕�

　
①
　
大
東
　
和
則�

　
②
　
山
本
　
竜
也�

　
　
　
　
　�

　
女
　
　
子〔
出
場
一
名
〕�

　
①
　
山
本
　
美
穂�

　
　
　
　
　
　�

●
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー�

　
小
学
女
子
低
学
年�

　
①
　
遠
藤
　
葵
恵�

　
②
　
本
田
　
萌
果�

　
③
　
木
村
　
美
紀�

　
④
　
小
谷
　
実
乃�

　
⑤
　
柴
田
　
笑
里�

　
⑥
　
柴
田
　
麻
里�

�

　
小
学
男
子
低
学
年〔
出
場
四
名
〕�

　
①
　
河
本
　
　
海�

　
②
　
遠
藤
　
一
希�

　
③
　
内
藤
颯
一
郎�

　
④
　
原
　
　
昂
士�

�

　
小
学
女
子
高
学
年�

　
①
　
遠
藤
　
花
奈�

　
②
　
浅
田
　
彩
絵�

　
③
　
遠
藤
　
芙
憂�

　
④
　
本
庄
　
未
来�

　
⑤
　
小
谷
　
瑞
希�

　
⑥
　
原
　
み
づ
き�

�

　
小
学
男
子
高
学
年�

　
①
　
河
本
　
　
龍�

　
②
　
浅
田
　
　
平�

　
③
　
木
村
　
友
紀�

　
④
　
假
谷
　
智
志�

　
⑤
　
長
崎
　
　
翼�

　
⑥
　
田
辺
　
真
矢�

�

　
中
学
女
子〔
出
場
二
名
〕�

　
①
　
内
藤
　
夏
希�

　
②
　
田
邊
　
悠
梨�

�

　
中
学
男
子�

　
①
　
佐
伯
　
健
太�

　
②
　
木
村
　
隼
人�

　
③
　
遠
藤
　
大
輝�

　
④
　
田
邊
祐
太
朗�

　
⑤
　
川
上
　
光
隆
（
江
府
中
）�

　
⑥
　
假
谷
　
佳
祐�

北
風
を
き
っ
て
！�

第
三
十
五
回
奥
大
山
ス
キ
ー
大
会�
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反
省
会
は
、
出
向
者
五
十
四
名
、

集
落
推
進
員
八
名
が
出
席
し
て
実

施
。
当
日
は
、
事
務
局
か
ら
の
経

過
報
告
の
後
、
七
つ
の
分
散
会
で

今
年
度
の
成
果
や
反
省
、
次
年
度

の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。�

�

《
集
落
で
の
成
果
と
課
題
》�

○
結
婚
差
別
は
も
う
な
く
な
っ
た
、

　
だ
か
ら
、
も
う
こ
ん
な
学
習
は

　
い
い
で
は
な
い
か
と
い
う
認
識

　
が
ま
だ
あ
り
残
念
。�

○
「
自
分
は
差
別
し
て
い
な
い
」

　
と
い
う
自
分
だ
け
の
意
識
だ
け

　
で
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
い
る

　
し
時
間
も
か
か
る
が
周
り
へ
つ

　
な
げ
る
。
少
し
ず
つ
働
き
か
け
、

　
広
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
。�

○
結
婚
問
題
に
は
、
同
和
問
題
だ

　
け
で
な
く
外
国
人
差
別
や
障
害

　
者
差
別
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

　
に
気
づ
い
て
い
っ
た
。
実
は
、

　
い
ろ
ん
な
テ
ー
マ
を
含
ん
だ
大

　
き
な
テ
ー
マ
だ
っ
た
。�

○
江
府
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
啓
発
資

　
料
「
あ
か
る
い
こ
こ
ろ
」
の
存

　
在
に
気
が
つ
き
、
有
効
活
用
で

　
き
た
。�

○
地
区
の
方
の
結
婚
に
つ
い
て
は

　
実
態
が
良
く
わ
か
ら
な
い
。
若

　
い
世
代
の
人
達
を
中
心
に
か
な

　
り
改
善
さ
れ
て
い
る
の
で
は
？

　
歴
史
的
な
勉
強
と
理
解
等
基
本

　
も
必
要
で
あ
る
。�

○
考
え
る
要
素
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

　
意
見
も
多
く
出
た
。
し
か
し
、

　
高
齢
者
の
中
に
「
ま
た
か
！
」

　
と
い
う
思
い
が
あ
る
。�

○
「
部
落
の
人
間
」
だ
と
言
う
必

　
要
が
あ
る
か
？
な
い
か
？
ど
う

　
な
の
か
？
自
分
が
言
い
た
い
と

　
思
え
ば
良
し
。
外
国
の
方
と
の

　
結
婚
の
例
も
あ
り
、
な
ん
で
部

　
落
だ
け
、
と
思
う
。
学
習
の
成

　
果
も
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
る
。�

����������

《
出
向
者
自
身
の
成
果
と
課
題
》�

○
班
編
成
を
十
三
班
に
広
げ
な
い

　
と
い
け
な
い
の
か
？
出
向
者
が

　
手
薄
に
な
る
の
で
は
？
十
班
ぐ

　
ら
い
に
し
た
ら
、
全
体
の
密
度

　
が
濃
く
な
る
。
一
班
の
人
数
を

　
多
く
し
、
集
落
に
合
わ
せ
て
出

　
向
者
の
人
数
を
調
整
し
て
は
ど

　
う
か
。�

○
事
前
研
修
会
が
二
回
あ
り
、
良

　
か
っ
た
。�

○
役
割
分
担
（
一
人
一
役
）
を
し

　
て
運
営
し
た
の
が
よ
か
っ
た
が
、

　
出
向
者
の
出
席
率
が
悪
い
班
は

　
大
変
だ
っ
た
と
思
う
。�

○
出
向
者
と
し
て
出
る
こ
と
が
勉

　
強
に
な
る
。
こ
れ
を
き
っ
か
け

　
に
勉
強
し
よ
う
、
た
ん
ぽ
ぽ
学

　
級
に
出
て
み
よ
う
と
思
え
た
。�

○
同
じ
出
向
者
が
、
数
年
同
じ
所

　
に
行
く
と
、
意
識
の
変
容
が
読

　
み
取
り
や
す
い
の
で
は
な
い
か
。�

○
課
題
は
、
教
材
が
重
く
、
時
間

　
が
か
な
り
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
結
婚
を
扱
う
と
、
多
方
面
で
の

　
差
別
が
見
え
て
く
る
。
同
和
問

　
題
に
絞
り
込
む
に
は
工
夫
が
必

　
要
。
「
Ｓ
君
の
資
料
」
で
は
、

　
「
言
う
べ
き
か
、
言
わ
な
い
べ

　
き
か
」
に
話
題
が
集
中
し
が
ち

　
だ
っ
た
。�

�

《
次
年
度
へ
の
引
継
・
課
題
》�

○
出
向
者
も
出
席
者
も
高
齢
者
が

　
多
い
の
で
、
夜
で
な
く
、
昼
間

　
に
（
土
・
日
で
も
）
開
催
す
る
。

　
区
長
に
ま
か
せ
き
り
に
し
な
い
。�

○
集
落
の
総
会
や
他
の
話
し
合
い

　
と
セ
ッ
ト
に
し
て
、
出
席
者
を

　
増
や
す
と
い
う
の
も
一
つ
の
工

　
夫
。�

○
中
学
生
・
高
校
生
の
参
加
を
促

　
す
。
大
人
が
ど
ん
な
学
習
を
し

　
て
い
る
の
か
見
て
も
ら
え
る
だ

　
け
で
も
よ
い
。�

○
独
居
の
高
齢
者
が
出
に
く
い
と

　
い
う
面
が
あ
る
が
、
会
合
に
出

　
て
話
を
す
る
の
が
楽
し
い
と
い

　
う
よ
う
な
会
に
し
て
い
く
よ
う

　
に
考
え
た
い
。�

○
無
理
に
意
見
を
求
め
る
と
次
回

　
不
参
加
の
場
合
が
あ
る
の
で
留

　
意
が
必
要
。�

○
「
あ
か
る
い
こ
こ
ろ
」
の
冊
子

　
の
裏
や
町
報
に
で
も
今
回
の
反

　
省
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
意
見
を
載

　
せ
て
広
報
し
て
ほ
し
い
。�

○
今
回
の
（
反
省
会
の
資
料
）
集

　
落
記
録
の
抜
粋
が
興
味
深
い
。

　
他
の
集
落
の
意
見
を
知
る
こ
と

　
が
で
き
る
の
で
、
こ
の
記
録
を

　
各
世
帯
に
回
覧
し
た
ら
、
興
味

　
を
も
っ
て
も
ら
え
る
と
思
う
。�

�

　
人
権
問
題
の
解
決
は
、
一
人
一

人
の
課
題
、
そ
し
て
み
ん
な
の
課

題
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
聞

い
た
り
、
自
分
の
考
え
を
話
し
た

り
…
。
ま
ず
は
懇
談
会
に
参
加
し

て
み
る
こ
と
。
そ
こ
に
は
き
っ
と

新
た
な
気
づ
き
や
発
見
が
あ
る
は

ず
で
す
。�

　町報こうふ１月号では、小地域懇談会を振り返り、実際に集落での話し合いから出された気づきや課題、

懇談会に対する意見や要望を紹介しました。出席されたみなさんはもちろん、懇談会に参加されていない方々

にも、熱心な議論の様子が伝わったのではないでしょうか。�

　今号では、12月15日開催の出向者と集落推進員のみなさんによる反省会で話し合われた、懇談会のまとめ

や来年度への課題、その他の意見を紹介します。�

小地域懇談会を振り返って②�
～出向者・集落推進員反省会より～�
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町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
「
学
校
お
助
け
隊
」
の
学
校

支
援
活
動
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。�

　
第
一
回
目
は
、
一
月
十
八
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
江
府
小
学
校
の
ス
キ
ー
教
室
で
す
。

四
年
生
以
上
、
八
十
名
ほ
ど
の
児
童
が
参

加
し
ま
す
の
で
、
先
生
方
だ
け
で
は
指
導

に
手
が
回
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
保
護
者
の

方
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
さ
れ
ま

し
た
し
、
「
学
校
お
助
け
隊
」
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
登
録
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方

も
指
導
者
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。�

　
こ
の
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
て
い
ね
い

に
指
導
し
て
も
ら
え
る
環
境
で
練
習
で
き

た
お
陰
で
、
初
め
て
ス
キ
ー
を
履
い
た
子

ど
も
達
も
、
午
後
に
は
奥
大
山
ス
キ
ー
場

の
第
一
リ
フ
ト
に
乗
り
、
滑
っ
て
降
り
る

こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
上
達
し
ま
し
た
。
子

ど
も
達
は
楽
し
く
一
日
を
過
ご
し
、
ス
キ

ー
を
満
喫
し
た
よ
う
で
す
。�

　
第
二
回
目
は
、
同
じ
く
江
府
小
学
校
の

書
写
の
授
業
を
支
援
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
子
ど
も
達
は
、
新
年
の
書
き
初
め
大

会
に
向
け
て
書
写
の
練
習
に
一
生
懸
命
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。�

　
子
ど
も
達
は
指
導
を
し
て
も
ら
っ
た
日

の
日
記
に
、
感
想
を
次
の
よ
う
に
書
い
て

い
ま
し
た
。�

�

「
お
」
の
書
き
方
を
教
え
て
も
ら
っ
て
、

筆
自
体
を
曲
げ
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
し
、

筆
を
う
か
せ
て
た
お
す
こ
と
も
分
か
り
ま

し
た
。
そ
の
こ
と
を
実
せ
ん
し
て
み
る
と
、

今
ま
で
書
い
て
い
た
字
と
は
ち
が
っ
て
、

見
ち
が
え
る
よ
う
な
字
が
書
け
ま
し
た
。

私
は
、
「
も
っ
と
早
く
来
て
ほ
し
か
っ
た

な
。
」
と
思
い
ま
し
た
。
先
生
に
教
わ
っ

て
、
前
も
好
き
だ
っ
た
け
ど
、
も
っ
と
習

字
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
年
生
児
童
）�

�

　
今
日
の
書
写
で
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
い
ま
し
た
。
長
い
半
紙
に
清

書
を
二
枚
書
き
ま
し
た
。
一
枚
目
は
た
く

さ
ん
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

二
枚
目
は
一
つ
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
し
た
。

そ
れ
は
「
晴
れ
た
空
」
の
「
晴
」
の
青
の

横
ぼ
う
で
す
。
「
特
に
一
番
下
の
線
を
も

う
少
し
長
く
。
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
書

い
て
い
る
と
「
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
な
っ
た

ね
。
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
次
の
時
間
は

言
わ
れ
た
こ
と
を
意
識
を
し
な
が
ら
が
ん

ば
っ
て
、
「
一
番
い
い
字
が
書
け
る
と
い

い
な
あ
。
」
と
思
い
ま
し
た
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
年
生
児
童
）�

�
　
ち
ょ
っ
と
書
き
始
め
は
き
ん
ち
ょ
う
し

た
け
ど
、
習
っ
て
い
く
う
ち
に
ア
ド
バ
イ

ス
さ
れ
て
も
き
ん
ち
ょ
う
し
な
く
な
っ
て

上
手
に
書
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私

は
「
伝
統
を
守
る
」
の
「
を
」
が
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
な
く
て
、
う
ま
く
書
け
な
か
っ

た
け
ど
、
「
二
画
目
を
長
く
」
や
「
三
画

目
を
一
画
目
よ
り
長
い
所
か
ら
」
な
ど
ア

ド
バ
イ
ス
し
て
も
ら
っ
て
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
「
を
」
が
書
け
た
と
思
い
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
年
生
児
童
）�

��������������

　
子
ど
も
達
は
、
支
援
を
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
自
信
を
つ
け
、
よ
り
一
層
自
分
の

力
を
伸
ば
し
て
い
く
よ
う
で
す
。�

　
今
後
と
も
、子
ど
も
達
へ
の
支
援
、「
学

校
お
助
け
隊
」
の
活
動
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。�

　
な
お
、二
月
末
に
は「
学
校
お
助
け
隊
」

活
動
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
こ
ち
ら
に
も
、
た
く
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

学
校
お
助
け
隊
が

学
校
お
助
け
隊
が�

　
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

　
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！�

学
校
お
助
け
隊
が

学
校
お
助
け
隊
が�

　
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

　
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！�

学
校
お
助
け
隊
が�

　
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！�
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It’s the time of the month where lovers are enamored and those of us who are single (like me!) 

cringe in despair. Yes, February…which means, Valentine’s Day. It’s a time when people can 

summon up the courage to confess their love and also a time for hearts to be broken. In the U.S., 

unlike Japan, both men and women engage in the ritual of gift-giving. And yes, it’s not limited to 

chocolates, by no means. Flowers are a popular gift, as well as the more expensive jewelry option, 

dining at a fancy restaurant or taking a moonlight stroll on the beach. �

 Well, I’ve never been big on Valentine’s and not just because it’s a black hole for gift-giving and 

chocolate eating. It’s also because my birthday is so close by! So instead of worrying about 

Valentine’s day, I plan a get together with my friends for my birthday. So if you’re like me, just 

enjoy each day as it comes and whether it’s Valentine’s Day or not, it won’t make a difference. �

 Alright, ciao.�

�

　この時期は付き合っているカップルには最高で、独身の人（僕みたいに！）には最悪。そう、２月

といえばバレンタインデーです。勇気を出して告白する時期であり、失恋の時期でもあります。アメ

リカでは日本と違い、男性も女性も贈り物をするのが慣例です。しかし、それはチョコとは限るわけ

ではありません。お花もけっこう人気がありますし、高価な宝石や高級�

レストランでの食事、月夜の浜辺を散歩するのもいいですね。�

　僕は、個人的にはバレンタインにあんまりこだわってなくて、贈り物�

やチョコを食べたりするのにお金がたくさんかかるだけと思っています。�

でも何より、僕の誕生日が近いからです！バレンタインの心配をするよ�

り、友達とバースデーパーティーの準備でもします。僕のように考える�

なら、毎日を楽しく生きることで、バレンタインであろうがなかろうが�

気にしなくなると思います。じゃ、チャオ。�

　
町
で
は
、
生
徒
数
の
減
少
や
校
舎
の
老
朽
化
な
ど
江
府
中
学
校
を
取
り

巻
く
環
境
を
調
査
し
、
将
来
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
た
め
、
委
員
十
五
名

で
構
成
す
る
「
江
府
中
学
校
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。�

　
一
月
二
十
一
日
開
催
の
第
一
回
委
員
会
で
は
、
竹
内
町
長
が
「
児
童
生

徒
の
学
習
環
境
の
整
備
と
し
て
小
学
校
統
合
を
決
定
し
、
四
月
に
江
府
小

学
校
が
誕
生
、
耐
震
改
修
や
体
育
館
の
改
築
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

生
徒
数
が
減
少
し
て
い
く
中
で
中
学
校
の
将
来
を
ど
う
考
え
る
か
が
次
の

課
題
で
す
。
町
民
の
み
な
さ
ん
が
町
財
政
を
心
配
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
会
で
は
財
政
に
と
ら
わ
れ
な
い
建
設
的

な
議
論
を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
つ
い
で
、
委
員
長
に
佐
々
木

満
さ
ん
（
学
校
評
議
員
・
洲
河
崎
）
、
副
委
員
長
に
宇
田
川
聡
さ
ん
（
Ｐ

Ｔ
Ａ
選
出
・
一
旦
）
を
選
任
し
、
生
徒
数
の
推
移
や
江
府
中
学
校
の
現
状

な
ど
の
資
料
に
目
を
通
し
な
が
ら
、
委
員
会
と
し
て
ど
の
よ
う
に
議
論
を

進
め
て
い
く
か
を
確
認
し
ま
し
た
。�

　
次
回
以
降
、
「
生
徒
数
の
推
移
等
か
ら
み
た
学
校
運
営
」
「
校
舎
そ
の

他
の
周
辺
環
境
」
の
二
つ
の
視
点
を
中
心
と
し
た
、
具
体
的
な
内
容
検
討

が
進
め
ら
れ
ま
す
。�

江
府
中
学
校
あ
り
方
検
討
委
員
会
を
設
置�

　江府町文化協会では、江府町防災情報セ

ンターにおいて、会員個展「小谷元伸 写

真展」を開いています。�

　会期は、展示中の前期作品展が2月28日

まで、後期作品展が４月１日～30日まで

です。�

「永年にわたり、撮りためた多くの作品の

中から、自信作を選んで展示しました。言

わば私の集大成です。今年は寅年で私は人

生7回目の年男。記念に粗品も用意しました。

ぜひご高覧ください」（小谷元伸）�

～ふるさとが好き、自然が好き～�

「小谷元伸 写真展」開催中�
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2月の本棚�2月の本棚�2月の本棚�
～町立図書館より～�

♪江府町立図書館♪�
平日　8：30～19：00�

土日祝　8：45～17：30

○小　説�

　神様のカルテ／夏川草介�

　あした咲く蕾／朱川湊人�

　再会／重松　清�

　図書館革命／有川　浩�

○エッセイ�

　つくも神さん、お茶ください／畠中　恵�

○伝記・歴史�

　ビジュアル＊幕末1000人／世界文化社�

○心理学・教訓�

　あなたの運はもっとよくなる！／浅見帆帆子�

　微差力／斎藤一人�

　「争わない」生き方／和田秀樹�

　忘却の整理学／外山滋比古�

○宗　教�

　図解＊よくわかる仏教／田代尚嗣�

○社　会�

　一人の声が世界を変えた！／伊藤千尋�

○医　学�

　非常識の医学書／安保 徹�

　しょうが・豆腐・ねぎ／石原結實�

　死ぬときに後悔すること25／大津秀一�

○環境・産業�

　ぼくらは農業で幸せに生きる／田中 進�

　たたら製鉄の近代史／渡辺ともみ�

○美術・芸能�

　世界の美術／アンドリュー・グレアム＝ディクソン�

　龍馬伝（前編）／日本放送協会�

○雑　書�

　Ｉ型自分の説明書／Jamais Jamais�

○児童書�

　明治維新／加来耕三・すぎたとおる・中島健志�

　西南戦争／加来耕三・すぎたとおる・岩村俊哉�

　加藤清正／加来耕三・すぎたとおる・早川大介�

　蒙古襲来／加来耕三・水谷俊樹・やまざきまこと�

　竹炭のふしぎな力／中根周歩�

　にんきものをめざせ！／森 絵都�

　天狗／たかしよいち�

　かいけつゾロリきょうふのようかいえんそく／原ゆたか�

　とんぼの島のいたずら子やぎ／バーリント・アーグネシュ�

　夢の彼方への旅／エヴァ・イボットソン�

　北のはてのイービク／ピーパルク・フロイゲン�

○絵　本�

　パンダの手には、かくされたひみつがあった！／山本省三�

　であえてほんとうによかった／宮西達也�

　ひつじぱん／あきやまただし�

　きみがいま／アリスン・マギー�

　ようせいアリス／デイビッド・シャノン�

　ハロウィーンのおばけ屋敷／エリカ・シルバーマン�

今月は節分にちなんで、鬼が出てくる絵本�

を特集しています。�

�

　２歳～　○あかたろうの1･2･3の3･4･5�

　３歳～　○ちびっこちびおに�

　４歳～　○だいくとおにろく�

　５歳～　○それからのおにがしま�

　６歳～　○ソメコとオニ�

　児童～　○鬼ぞろぞろ�

�

などなど。豆まきで鬼を追い払ったあとは、�

かわいい鬼やたのしい鬼のお話をどうぞ♪�

�

開館時間�

TEL　75－2005

『あした咲く蕾』　朱川湊人�
美人だけど性格が悪い、僕のおばさん。だけど
彼女は、正真正銘の天使だった…。�
「赦されること」と「受け入れられること」。
世界でいちばん美しい物語。�

『つくも神さん、お茶ください』�
　　　　　　　　　　　　　　　畠中　恵�

『夢の彼方への旅』　エヴァ・イボットソン�

大人気『しゃばけ』シリーズ戯作者、初のエッ
セイ集。愛する本や映画、音楽、修業時代の苦
労話に中国爆食珍道中。ここでしか読めない書
き下ろし随筆まで収録した、ファン必読の書！�

『忘却の整理学』　外山滋比古�
頭を働かせるには、まず忘れること？　情報・
知識でメタボになった頭脳を整理し、忘却する
ことの重要性を考える、刺激的なエッセイ。�
『思考の整理学』、待望の続編です。�

事故で両親を亡くしたマイアは、ブラジルに住
む親戚のもとへ引き取られることに。長い船旅
の末、彼女がたどりついたのは…。�
少女を待ち受ける恋と冒険の物語。�

『ひつじぱん』　あきやまただし�
ひつじのパンやさんが、ぱんぱかぱーんとパン
を焼きます。おおきいパンはぞうさんのパン、
ながーいパンはきりんさんのパン。�
さあさあ今日はどんなパン？�

今月の特集�

“おにの絵本”�
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「保険法」という新しい法律ができました。�
平成22年４月1日から「保険法」が施行されます。�
保険契約のルールが新しくなります。�

　保険契約に関するルールは、従来の商法の中に定められていましたが、商法の保険契約に関する規定は、明

治32年の商法制定後、100年近くにわたり、実質的改正がなされていませんでした。そのため、現在広く普及

している傷害疾病保険に関する規定が存在せず、現在の保険制度に適合しない内容になっていない等の問題が

あったことから、現代社会にあった適切なものとする必要があったため、今回、この商法の保険契約に関する

規定を全面的に見直し、独立した法律にしたものが新しい保険法です。�

�

１　共済契約への適用範囲拡大�

　　保険法は、保険契約だけでなく、共済契約にも適用されます。�

�

２　傷害疾病保険に関するルールの新設�

　　損害保険や生命保険だけでなく、入院保険やがん保険など、広く会社に普及している入院や手術等を保障

　　する傷害疾病保険に関する規定も設けられています。�

�

３　保険・共済の利用者の保護�

　　保険契約や保険金受取人をより一層保護するため以下のような手当がなされています。�

　　　①契約締結時に告知に関するルールを見直し、告知義務の内容が、商法に定める自発申告義務（保険会

　　　　社から質問されなくても、重要な事実について自ら告知すべき）から質問応答義務（重要な事実のう

　　　　ち保険会社から質問されたことに対して答えるべき義務）に改められる等の見直しが行われています。�

　　　②保険金等をお支払する場合の支払期限に関する規定を設け支払の不当な遅延を防止しています。�

　　　③保険契約者等を保護するために重要なルールについては、約款の定めが保険法の規定よりも被保険者

　　　　または保険金受取人に不利と評価される場合には、その部分を無効にしています。�

�

４　賠償責任保険契約における被害者の優先�

　　ＰＬ保険などの賠償責任保険契約について、被保険者（企業等）が倒産した場合でも被害者が保険金を優

　　先的に取得できるようにしています。（先取特権の規定を新設）�

�

５　保険金受取人の変更ルールの明確化�

　　生命保険契約及び傷害疾病定額保険契約については、遺言によっても保険金受取人を変更することなど、

　　保険金受取人の変更に関する手続を明確にしています。�

　◯詳しくは、加入されている保険会社にお問い合わせください。�



ハローワークハローワークからから求人情報求人情報�ハローワークから求人情報�

　ハローワーク根雨では、地域と職種ごとに求人を区分して公開カードを提示しています。県外で�

の就職を希望される方は、相談窓口のコンピュータで検索もできます。�

　ハローワーク根雨の管轄の町別の求人情報は、毎月２回第２、第４火曜日に発行しています。ま�

た、ハローワーク米子の情報も提供しています。�

　インターネットにより全国のハローワークの求人情報（毎日更新）を検索できます。�

　http://www.hellowork.go.jp�

　ハローワーク根雨では、仕事に関する相談をお受けします。お気軽にご相談ください。�

●求人情報・採用に関することなどは米子公共職業安定所根雨出張所 (電話72-0065) へ連絡して下さい。�

●広域隣保活動・児童館事業の参加希望者は、本五集会所（７５－２６２４）へ連絡して下さい。�

江府町人権同和問題啓発標語�

明倫小学校６年　三　輪　綾　女　気づこうよ　自分の言葉　相手の気持ち�
米沢小学校６年　川　上　祥　子　差別はね　人がきずつく　ことなんだ�

学校名、学年は応募があった平成20年度時点で掲載しています。�

行� あ� こ�事� れ� れ�
都合により、日程が変更される場合があります。�2月� 3月�
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日�曜日� 行 事 名 �場 所 �時 間 �

1�

2�

3�
�

4�
�

5�

6�

7�

8�

9�

10�

11�

12�

13�

14

月�

火�

水�
�

木�
�

金�

土�

日�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

日�

公民館講座（エコクラフト）�

ふれあいデー�

�

ふれあいデー�

もの忘れ外来�

�

�

�

公民館講座（絵手紙・油絵）�

ふれあいデー�

人権行政相談所�

ふれあいデー�

公民館講座（生け花）�

防災・情報センター�

子供の国保育園�

�

子供の国保育園�

江尾診療所�

�

�

�

防災・情報センター�

子供の国保育園�

防災・情報センター�

子供の国保育園�

防災・情報センター�

13：30～15：30�

10：00～11：30�

�

10：00～11：30�

�

�

�

�

13：30～15：30�

10：00～11：30�

9：00～12：00�

10：00～11：30�

19：00～20：30

受付�
13：00～16：00

日�曜日� 行 事 名 �場 所 �時 間 �

15�

�
�

16�
�

�

17�

�

18�

�
�

19�

�

�

20�
�

�

21�

22�

23�

24�

25�

�

26�

�
�

27�
�

28

月�

�
�

火�
�

�

水�

�

木�

�
�

金�

�

�

土�
�

�

日�

月�

火�

水�

木�

�

金�

�
�

土�
�

日�

�

�

総合健康福祉センター�

�

子供の国保育園�

�

子供の国保育園�

防災・情報センター�

江尾診療所�

総合健康福祉センター�

防災・情報センター�

本町五丁目集会所�

防災・情報センター�
�

奥大山スキー場�
�

�

防災・情報センター�

子供の国保育園�

防災・情報センター�

総合健康福祉センター�

役場�

総合健康福祉センター�

本町五丁目集会所�

本町五丁目集会所�

防災・情報センター�

防災・情報センター�

�

�

�

�

10：00～11：30�

�

10：00～11：30�

9：30～16：00�

�

13：30～15：00�

14：00～15：30�

19：30～�

13：30～15：30�
�

開会式9：00～�
�

�

13：30～15：30�

10：00～11：30�

13：00～15：00�

9：30�

13：30～16：00�

10：00～12：00�

19：30～�

19：30～�

13：30～15：30�

10：00～12：00

�

1歳6か月児（Ｈ20．６月～８

月生まれ児）・２歳児（Ｈ19．

10月～12月生まれ児）健診�

ふれあいデー�

�

ふれあいデー�

明徳学園�

もの忘れ外来�

ぼちぼち倶楽部�

公民館講座（フラダンス）�

広域隣保活動（カラオケ教室）�

公民館講座（和紙折り紙）�

第10回鳥取県民スポーツ・レクリエーション

祭冬季大会（スキー・スノーボード競技）�

�

公民館講座（墨彩画）�

ふれあいデー�

公民館講座（樹脂粘土）�

犬、猫引取り（事前連絡必要）�

農地相談会�

家族の会�

中学校進出学習閉講式�

広域隣保活動（カラオケ教室）�

公民館講座（和紙折り紙）�

学校お助け隊出発式�

受付�
13：00～16：00

受付�
13：00～13：30



県総合情報誌「 」�

納税相談は�

2/18(木)～�
3/15(月)です。�

詳しくは町報１月号を�
ご覧下さい。�

鳥取県の話題を満載�

（第85号・３月１日発行予定）�
　手間を重ね、蔵や家に晴れ着を着せる－。古くから土蔵造りが盛ん

だった鳥取県では、他に類をみない左官文化が開

花、その独特のデザインに全国から熱い視線が注

がれています。�

　巻頭特集では、県内の蔵を巡り、歴史や特徴を

紹介し、先人たちの生きる知恵を探ります。�

■取扱場所／県内の主な書店など�

■定　　価／１部300円（税込）�

■発　　行／年４回（3，6，9，12月）�

【問合せ先】�

　鳥取県広報連絡協議会（県庁広報課内）�

　┒0857－26－7086

�

�

◎ごめい福を祈ります�

(住所）　（氏　名）（年齢）（世帯主）�

佐　川　清水　武三　56歳　　  滋�

新　道　生田ミツノ　95歳　　  功�

宮市原　三上　修治　94歳　　義實�

貝　田　藤岡ふさこ　96歳　　昭人�

交通死亡事故ゼロ継続日数�

　　　　1,455日　（２月１日現在）�

火災ゼロ継続日数�

　　　  　  253日　（２月１日現在）�

ご　寄　付�

19

納付期限�

２月分�
平成22年３月31日まで�

　日本年金機構から送られて�

いる納付書を添えて金融機関で�

お支払いください。�

　なお、口座振替の方は、上記�

期限が振替日です。�

�

�

社会福祉協議会に次の方からご寄付をい

ただきました。�

（１月分）敬称略�

◎見舞い返しとして�

　　宮　市　山川　浩市　本人退院�

　　本町五　仲嶋　真道　本人退院�

　　小　原　谷口さよ子　本人退院�

　　武　庫　加藤真由美　本人退院�

◎香典返しとして�

　　佐　川　梶原　一幸　父信明死去�

　　小江尾　長尾　洋子　夫繁死去�

　　佐　川　清水　由美　夫武三死去�

　　宮市原　三上　義實　父修治死去�

　　新　道　生田　　功　母ミツノ死去�

　　本町五　川上　新一　父春夫死去�

日本赤十字社江府町分区に次の方から寄

付をいただきました�

◎見舞い返しとして�

　　新町二　福田　操子　本人退院�
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町の人口　3,555人（－５）�

男　1,668人（－３）�

女　1,887人（－２）�

�

世帯数　1,141世帯（－１）�

�

１月末現在（　　）は前月比�

１月届�
（敬称略）�

人の動き� シリーズ　シリーズ　健康づくりグループ　⑩健康づくりグループ　⑩�シリーズ　健康づくりグループ　⑩�
太極拳クラブ�

太極拳クラブの問い合わせ先　�

江府町江尾1944－2　奥大山ぶなの森クラブ�

事務局　社会教育室　松井　電話番号  75－2005

　「太極拳クラブ」は平成16年度から、福祉保健課が毎年行っていた

チャレンジ太極拳入門講座参加者が中心になり作った運動グループです。

平成21年度からは「奥大山ぶなの森クラブ」の教室として活動してい

ます。�

　太極拳は、緩やかな動きの全身運動で健康づくりには最適な運動です。

当クラブでは、入門太極拳や上級の24式太極拳を中心に、ストレッチ

や気功の要素の入ったものや扇を使った演舞などを参加者の習得度に合

わせて行っています。�

　太極拳は、中国風の音楽に合わせて行うため、優雅さがあり、見て「か

っこいい！」、やっても「気持ちいい」運動として親しまれています。�

　クラブの活動は毎週木曜日、午後１

時30分～３時30分に総合健康福祉セ

ンターで行っています。現在約20名

の方がクラブに参加しています。�

　参加はいつでも受け付けていますの

で、興味のある方はお気軽に教室を見

に来てください。�
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